



















２) 満洲における都市建設に関しては, 越沢明 『植民地満洲の都市計画』 アジア経済研究所,     年,
西澤泰彦 ｢『満洲国』 国土計画｣ (山本有造編 『｢満洲国｣ の研究』 京都大学人文科学研究所,     年)
などを参照｡
３) 藤津清治 ｢わが国, および満洲その他 (終戦前) におけるセメント製造企業の変遷 ～ ｣ 『ビジ
ネス・レビュー』 第７巻第２号,     年  月, 第７巻第３号,     年２月, 第８巻第３号,     年２
月｡
満洲の窯業
須 永 徳 武
                                                               
支店, 工場の事業活動の概況がある程度は明らかにされている｡ しかし,     年代末の研究で
あり, その内容も小野田セメントの社史である 『創業五十年史』 と 『回顧七十年』 に大半を依
拠したもので, 資料紹介の域を超えるものとはなっていない｡  満洲における窯業の発展過程
満洲における窯業の主要な事業部門はセメント, ガラス, 煉瓦, 陶磁器製造であった｡ これ
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４) 小野田セメント株式会社 『回顧七十年』,     年,      ｡
５) 南満洲鉄道株式会社調査課 『満洲に於けるセメント工業と其の需給状況』,     年,    ｡












品により満洲市場に参入し, 日本製品と競合した｡ また, 北満洲市場ではソ連領沿海州のスパ
スカヤセメント工場製品が市場を独占しつつあった９)｡
しかし,     年に満洲国が建国されるとこうした満洲のセメント市場とセメント事業を取り






７) 東亜問題研究会編 『満洲国産業要覧』 三省堂,     年,      ｡
８) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於けるセメント工業と其の需給状況』,      ‒  ｡
９) 『満洲国現勢 康徳九年版』 満洲国通信社,     年,      ｡
表―１ 満洲のセメント生産
(単位：トン)
年 生産量 工場数 年 生産量 工場数                                                                     － －                   － －                   － －                   － －     － －                                                                               － －                                            
出所) 東北物資調整委員会研究組編 『東北経済小叢書』 第  巻 (水泥),     年,     ‒  より作成
                                                               
セメント市場が有望な市場となったことに着目し, 浅野セメント株式会社を中心とする日本の
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合計 日本 朝鮮 華北 ソ連                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
出所) 東北物資調整委員会研究組編 『東北経済小叢書』 第  巻 (水泥),     年,      ‒  より作成
                                                               

















を圧迫することとなった｡ こうした資材不足や経営悪化を背景として, 満洲においても    年  月に哈爾浜洋灰, 大同洋灰, 満洲小野田洋灰, 関東州小野田セメント製造, 撫順セメント,








































れたように, その製造品の多くは満鉄内部で社内消費されており, その支出金は満鉄では ｢試
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満鉄は    年に窯業試験工場付設のガラス工場を分離, 独立させ, 資本金   万円 (払込  
万円) で南満洲硝子株式会社を設立する｡ 南満洲硝子の製品はカットグラス (コップ, 花瓶,
水差など) や硬質ガラスなど高級空洞ガラス製品がその中心であった  )｡ その後, 満洲ではガ
ラス器機製造企業が奉天を中心に多数設立されたが, その大半は零細規模の製造工場であった｡    年末現在でこうしたガラス器機製造企業は  社あり, これらは満洲硝子工業組合を結成し




  ) 同上,     ｡  ) 満史会編 『満洲産業開発四十年史』 下巻,     年,       ‒   ｡
表―３ 満鉄ガラス工場の営業収支
(単位：円)
年 営業収入 営業支出 営業収益    年             ▲         年               ▲         年               ▲         年               ▲         年               ▲         年               ▲     







社内 地売 輸出 合計                                                                                                            
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  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』,       ‒   ｡  ) 旭硝子株式会社 『社史』,     年,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社 『南満洲鉄道株式会社第二次十年史』 下巻,     年,        ‒    ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』,      ｡
表－５ 満州における板ガラスの製造
(単位：百平方フィート)
年 生産高    年           年           年           年       
出所) 満州鉱工技術員協会編 『満州鉱工年鑑』,     年,     より作成｡
                                                               
連の日本人企業家を中心に資本金  万    円で新設された大華窯業公司に対し工場用地, 建物,
機械設備を無償貸与し, 窯業試験工場の陶磁器製造事業を同公司に譲渡した｡ 同年, 満鉄窯業






窯業公司以外の陶磁器製造企業としては, 大連に奥野製陶所, 満洲製陶株式会社があり, 普蘭



























となるが,     年７月に窯業工場はさらに満鉄からも分離, 独立され, 耐火煉瓦製造を目的と









火煉瓦需要の大半をほぼ独占し, さらに日本, 朝鮮, 台湾などへも積極的に輸出を展開してい
た  )｡
満洲の煉瓦製造業は普通煉瓦も耐火煉瓦も共に, 満洲国建国後の産業開発の進展と重化学工
業化によりその需要を急増させた｡ これらの製造能力は年産約  万トンであった｡ また,     
年のデータによれば, 満洲の煉瓦工場数は  工場, その年産量は約１億    万個に上ったこと
が確認される  )｡ 満洲における主な煉瓦製造企業を挙げると, 耐火煉瓦製造企業に大連窯業,
大陸窯業, 撫順窯業, 川崎窯業, 福井組, 昭和製鋼所および本渓湖煤鉄公司の付属煉瓦工場な
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  ) 満史会編, 前掲 『満洲開発四十年史』 下巻,       ‒   ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』      ｡  ) 産業部大臣官房資料科編, 前掲 『満洲国産業要覧』      ｡
表―６ 満洲における耐火煉瓦企業
企業名 所在地 生産能力 (千トン) 職工数 (名)
鞍山高級炉材 鞍山         
営口窯業 大連・長春       
撫順窯業 撫順        
奉天窯業 奉天       
大連窯業 大連        
南満炉材 瓦房店・普蘭店       
出所) 『旧満州経済統計資料』 柏書房,     年,     より作成｡
注) 生産能力および職工数は    年現在｡
                                                                






用する資料と調査時点は, 日清興信所 『満洲会社興信録 大正  年版』 が    年６月現在, 大
連商工会議所 『満洲銀行会社年鑑 昭和  年版』 が    年５月現在, 大連商工会議所 『満洲銀
行会社年鑑 昭和  年版』 が    年  月現在であり, この３時点の企業ストックデータである｡
企業のカバレッジ数は, 『満洲会社興信録 大正  年版』 が   社, 大連商工会議所 『満洲銀行












表―７は, 『満洲会社興信録』 大正  年版, 『満洲銀行会社年鑑』 昭和  年版, 『満洲銀行会
社年鑑』 昭和  年版のそれぞれから, 満洲に設立された日系の窯業企業を抽出し, 各対象時点
における会社数と払込資本金額の集計値とそれが満洲の全企業に占める構成比を示した表であ
る｡ 同表によれば    年６月現在の日系窯業企業は  社, 払込資本金総額は約   万円であっ
た｡ これが満洲の日系企業全体に占める比率は, 企業数で  ％, 払込資本金額では  ％であ
った｡ 満洲の日系企業全体で見ると, 企業数では商業部門が占める比率が高い｡ これは法人形
満洲の窯業   





















較では  倍,   年とでも  倍の増加であった｡ また, 払込資本金総額は約１億    万円とな
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  ) 山本有造 『｢満洲国｣ 経済史研究』 名古屋大学出版会,     年,     ｡
表―７ 満州における窯業企業
年月 窯業 満州企業全体 窯業企業の構成比
社数 (ａ) 払込資本金総額 (ｂ) 社数 (ｃ) 払込資本金総額 (ｄ) (ａ)／(ｃ) (ｂ)／(ｄ)    年６月   (    )        (     )    (    )          (     )   ％   ％    年５月   (    )         (     )     (    )           (     )   ％   ％    年  月    (    )          (     )     (    )           (     )   ％   ％










払込資本金額     年６月     年５月     年  月    万円以上     ％     ％     ％   万円～    万円未満     ％     ％     ％   万円～   万円未満     ％      ％     ％  万円～   万円未満     ％     ％     ％  万円～  万円未満       ％       ％       ％  万円未満       ％       ％        ％
不詳     ％     ％     ％
会社総数        ％        ％         ％
出所) 日清興信所編 『満洲会社興信録 大正十一年版』,     年, 大連商工会議所編 『満州銀





    万円以上    万円以上   万円以上 ２万円以上 ２万円未満 合 計
社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額    年 株式会社                                        合資会社                                    
合名会社                
合 計                                            年 株式会社                                                  股 有限公司                                         合資会社                                       
合名会社                          
合 計                                                         年 株式会社                                                     合資会社                                          
合名会社                                      
合 計                                                       




















業が多く, 全体の  ％以上を占める｡ それ以外ではセメント, 耐火材, 石灰, ガラス製造業な
どがある｡ 会社所在地の地域分布を見ると, この時期では関東州の大連に集中しており,   社
が大連所在企業であった｡ 大連以外では満鉄沿線の諸都市に設立されており, 満洲における日
本の経済的勢力圏と対応することが確認できる｡
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表―10 満州における事業別窯業会社 (1921年６月現在)
払込資本金額 セメント 煉 瓦 ガラス 陶磁器 耐火品 その他 合 計  万円      万円～  万円未満      万円～  万円未満      万円～  万円未満        万円～  万円未満               
５万円～  万円未満         
５万円未満           
不 詳      
合 計                







して群を抜いた存在であった｡ 進出時期で見ても, 最も早く満洲進出した窯業企業は, 『満洲









表―11 満洲の主要窯業会社 (1921年６月現在, 払込資本金10万円以上)
会社名 本店所在地 西暦年 公称資本金 払込資本金 目的
大陸窯業株式会社 大連市                     煉瓦
奉天窯業株式会社 奉天                     煉瓦
合資会社復州粘土窯業公司 大連市             耐火煉瓦
山東興業株式会社 大連市                     セメント
営口興業株式会社 営口                     煉瓦
撫順窯業株式会社 撫順                     煉瓦
安東窯業株式会社 安東                    煉瓦
亜細亜窯業株式会社 公主嶺                    土管
満洲坩堝株式会社 大連市                    黒鉛坩堝及耐火用品
大連建材株式会社 大連市                    建築材料
満洲製陶株式会社 大連市                    陶磁器
東亜煉瓦株式会社 大連市                    煉瓦
大連硝子工業合資会社 大連市             硝子
奉天石灰セメント株式会社 奉天                    セメント
瀋陽窯業株式会社 奉天                    煉瓦
長春窯業株式会社 長春                    煉瓦
撫順工業合資会社 大連市             煉瓦
小野田セメント製造株式会社大連支店 山口県                      セメント
出所) 日清興信所編 『満洲会社興信録』 大正  年版,     年７月, より作成｡














陸窯業は土管, 煉瓦, 瓦などを製造する企業で, 大連における宮崎煉瓦所, 長春の義同行程局,
哈爾浜の北満窯工株式会社が合併し, さらに大連窯業株式会社 (払込資本金  万    円) を買
収して奉天に設立された会社であった｡ 社長は田子金吾で取締役に大林組大連支店の皆川成司
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よび鞍山に設置し, 大戦ブーム期に事業拡張し,     年に新京にも工場を新設する  )｡ 満洲坩
堝株式会社は中国関内への黒鉛坩堝や耐火製品を輸出することを目的に関東庁からの貸下げ金
を得て設立された  )｡ 社長には松茂洋行の河辺勝が就任し, 取締役には有賀定吉, 野津孝次郎,
神成季吉など大連財界の代表的な企業家が就任した企業であった｡ 大連建材株式会社は満洲を
代表する土木請負業であった菅原工務店主の有賀定吉が社長に就任した建築材料の製造販売会












  ) 満洲鉱工技術員協会編 『満洲鉱工年鑑 康徳十一年版』 東亜文化図書,     年,       ‒   ｡  ) 同上,      ｡  ) 日清興信所編, 前掲 『満洲会社興信録 大正十一年版』,      ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳十一年版』,      , 日清興信所編, 前掲 『満









あり, １万円未満の零細的な企業も８社存在する｡ 表―９で法人形態を見ると, 合資会社形態
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  ) 同上,      ｡
表―12 満州における事業別窯業会社 (1936年５月現在)
払込資本金額 セメント 煉瓦 ガラス 陶磁器 耐火品 その他 合 計   万円以上        万円～   万円未満        万円～  万円未満              
５万円～  万円未満         
５万円未満              
合 計               














表―13 満州における主要窯業会社 (1936年5月現在, 払込資本金10万円以上)
企業名 所在地 設立年 公称資本金 払込資本金 事業内容
大同洋灰股 有限公司 吉林市                      セメント
満日合弁満洲洋灰股 有限公司 奉天市                      セメント
本渓湖洋灰股 有限公司 本渓湖                      セメント
昌光硝子株式会社 東京市                      ガラス
撫順セメント株式会社 撫順                      セメント
満洲小野田洋灰股 有限公司 吉林市                      セメント
哈爾浜洋灰股 有限公司 哈爾浜                      セメント
満洲セメント株式会社 東京市                      セメント
哈爾浜セメント株式会社 東京市                      セメント
大連窯業株式会社 大連市                    耐火煉瓦
大陸窯業株式会社 大連市                    煉瓦
復州粘土窯業公司 大連市             耐火煉瓦
南満洲硝子株式会社 大連市                    ガラス
撫順窯業株式会社 撫順                     煉瓦
関東州小野田セメント製造株式会社 関東州                    セメント
営口興業株式会社 営口                    煉瓦
安東窯業株式会社 安東                    煉瓦
営口窯業株式会社 新京                    煉瓦
福興公司 新京             耐火煉瓦
東亜煉瓦株式会社 大連市                    煉瓦
長春窯業株式会社 新京                    煉瓦
奉天石灰セメント株式会社 奉天                    石灰・セメント
撫順工業会社 大連市             煉瓦
奉天窯業株式会社 奉天                    煉瓦
亜細亜窯業株式会社 泉頭鉄道府属地                    窯業
満洲白色化石煉瓦会社 奉天市             煉瓦
出所) 大連商工会議所 『満洲銀行会社年鑑』 昭和  年版,     年８月, より作成｡
                                                                
セメント企業の共同出資による浅野セメント系のセメント製造会社である｡     年に吉林工場,    年に錦州工場を設立し, その生産高は満洲最大であった｡ 製品は豊満ダム建設などに用い
られた  )｡ 満洲洋灰は磐城セメントが出資し設立された  )｡ 本渓湖洋灰は本渓湖煤鉄公司の大
倉組を中心に浅野, 渋沢, 古河などが資本出資して設立された｡ 社長には大倉彦一郎が就任し
ている｡     年に操業を開始し, 石綿スレートの製造も併営した  )｡ 哈爾浜洋灰は哈爾浜およ
び牡丹江に工場を有し小野田セメントが株式を保有する小野田系のセメント企業であった｡ 営
口窯業は, 営口興業により    年に設立されたが, その後, 大阪窯業が出資し,   年には営口
煉瓦製造所大連工場を合併した｡   年には安東に工場を増設している  )｡ 安東窯業は    年に















ない｡ この結果, 企業数では株式会社は   ％であるが, 払込資本金総額ではその   ％を占
めることとなった｡
表―14で事業構成を見ると, 企業数の増加に対応して, その業務内容も多様化していること
が分かる｡ 特に, それ以前に比較して, 耐火材, 陶磁器, ガラス, 琺瑯鉄器などの製造企業が
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  ) 『満洲経済』 第３巻第９号,     年,   頁｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳十一年版』,      ｡  ) 同上,      ｡  ) 同上,       ‒   ｡  ) 同上,       ‒   ｡  ) 同上,      ｡
                                                                






設企業数を見ると,   年が  社,   年が９社,   年が  社であった｡ しかし,   年になると  
社と新設企業数は倍増する｡ さらに  年では  社が新設され, 満洲における窯業企業新設のピ













  ) 安冨歩 『｢満洲国｣ の金融』 創文社,     年,   ‒  頁｡
表―14 満州における事業別窯業会社 (1942年10月現在)
払込資本金額 セメント 煉瓦 ガラス 陶磁器 耐火品 その他 合計    万円以上       万円～    万円未満         万円～   万円未満              万円～   万円未満              万円～  万円未満                  
５万円～  万円未満                 
５万円未満                  
合計                      
出所) 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡
                                                                
立教経済学研究 第  巻 第３号     年  




会社名 所在地 設立年 公称資本金 払込資本金 目的
満州 株式 大同洋灰株式会社 吉林                        セメント
満州 株式 本渓湖洋灰株式会社 本渓湖                        セメント
満州 株式 満洲セメント株式会社 遼陽                       セメント
満州 株式 安東セメント株式会社 安東                      セメント
満州 株式 東満セメント株式会社 新京特別市                       セメント
満州 株式 哈爾浜セメント株式会社 哈爾浜                       セメント
満州 株式 撫順セメント株式会社 撫順                      セメント
日本 株式 関東州小野田セメント製造株式会社 大連                      セメント
満州 株式 鞍山高級炉材株式会社 鞍山                      耐火煉瓦
日本 株式 昌光硝子株式会社 東京                      ガラス
満州 株式 満洲小野田セメント製造株式会社 四平省                      セメント
満州 株式 満洲昌光硝子株式会社 奉天                      ガラス
満州 株式 撫順窯業株式会社 撫順                      煉瓦
日本 株式 大連窯業株式会社 大連                      耐火煉瓦
日本 株式 大華窯業株式会社 大連                      陶磁器
満州 株式 南満興業株式会社 奉天                      煉瓦
満州 株式 南昌工業株式会社 撫順                      煉瓦
満州 株式 満洲陶磁器株式会社 吉林省                      陶磁器
満州 株式 営口窯業株式会社 新京特別市                     煉瓦
満州 合資 新東窯業会社 延吉             窯業
満州 株式 肇新窯業株式会社 奉天                    煉瓦
日本 株式 大陸窯業株式会社 大連                    煉瓦
満州 株式 徳永満洲硝子株式会社 奉天                     ガラス
満州 株式 満洲陶磁株式会社 長春                    陶磁器
満州 株式 満洲浅野スレート株式会社 奉天                     スレート
満州 株式 興亜坩堝株式会社 奉天                     耐火坩堝
日本 株式 南満ドロマイト工業株式会社 南関嶺                    石灰
満州 株式 満洲滑石株式会社 海城                    滑石
満州 株式 北辺産業株式会社 哈爾浜                    セメント・煉瓦
満州 合資 大石橋マグネシヤ工業会社 営口             耐火煉瓦
満州 株式 瀋陽陶業株式会社 奉天                    耐火坩堝
満州 株式 奉天硝子株式会社 奉天                    ガラス
満州 株式 奉天窯業株式会社 奉天                    耐火煉瓦
満州 株式 満洲松風工業株式会社 撫順                    陶磁器
満州 株式 安東窯業株式会社 安東                    煉瓦
日本 株式 南満洲硝子株式会社 大連                    ガラス
満州 株式 東辺道興業株式会社 通化                    煉瓦
満州 株式 株式会社柏内製瓶工廠 奉天                    ガラス
満州 株式 本渓湖ドロマイト工業株式会社 本渓湖                    ドロマイト製品
日本 株式 大陸マグネシア工業株式会社 大連                    耐火煉瓦
満州 株式 興亜窯業株式会社 新京特別市                     煉瓦
満州 株式 満洲岩城硝子株式会社 奉天                    ガラス
満州 株式 奉天石灰セメント株式会社 奉天                     セメント
満州 株式 営口興業株式会社 営口                    煉瓦
満州 株式 吉林窯業株式会社 吉林                    煉瓦
満州 株式 満洲耐火工業株式会社 鞍山                    耐火煉瓦
満州 株式 満洲陶器株式会社 奉天                    耐火坩堝











































は多数の日系企業が設立され, 企業活動を展開していた｡ しかし, そうした企業に関するこれ
までの研究は満鉄や満洲重工業開発をはじめとして一部の企業に集中する傾向があった  )｡ そ
の最大の要因は史料的な制約にあったと思われる｡ マクロを中心に満洲経済に関する史料や文
献に関しては, 井村哲郎を中心に調査と紹介がかなり進みつつある  )｡ しかし, 大半の満洲に
おける日系企業は, 活動期間の短さ, 景気変動に起因する企業の浮沈, あるいは敗戦時の混乱
などの理由から資料が散逸し, 大半の企業に関しまとまった社史や営業報告書など基礎史料の
入手が困難である  )｡ 本論の記述もそうした制約から免れていない｡ このことを前提として,
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  ) 同上,      ｡  ) 同上,      ｡  ) 満洲における日系企業についての研究状況に関して, 山本裕 ｢『満州』 日系企業研究史｣ (田中明編
著 『近代日中関係史再考』 日本経済評論社,     年) が研究史整理を行なっており, 有益である｡  ) 井村哲郎 ｢『満洲国』 関係資料解題｣ (山本有造編 『｢満洲国｣ の研究』 京都大学人文科学研究所,    年), 井村哲郎 『    年代の東アジア』 アジア経済研究所,     年, などを参照｡  ) 植民地の日系企業の社史類に関して, 波形昭一・木村健二・須永徳武監修 『社史で見る日本経済史


































が相次ぐ｡ しかし, その反動で国内市場における供給過剰状況が出現し, セメントカルテル組
満洲の窯業   

















工場を現物出資する形で    年５月に満洲小野田洋灰が新設されたのである｡ 設立資本金額の   万円は, 小野田セメントが   万円, 小野田セメントの販売代理店である三井物産が   万
円, 関東州小野田が  万円を出資し, 小野田セメントが  ％以上の株式を保有した｡ 社長には
小野田セメント社長の笠井真三が就任する  )｡ 満洲小野田洋灰は最終的に鞍山工場, 吉林の泉
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年 大連工場 鞍山工場 泉頭工場 小屯工場 合計                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  
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表―17 小野田セメント大連工場のセメント販売
(単位：トン)
年 満鉄 ( ) 土木課 関東州内 関東州外 満州内
合計 ( ) 満州外移出 販売合計( ) ( )／( ) ( )／( )                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
出所) 小野田セメント株式会社 『小野田セメント百年史』,     年,      より作成｡











の実質的な満洲子会社であった｡ 浅野セメント以外では, 磐城セメント, 秩父セメント, 大阪



















組織する  )｡ そして三菱商事を名義人として総計で   万円の融資を行なった｡ この結果, 満
洲セメントが所有する満洲洋灰株式が康徳組合に譲渡され, 満洲洋灰総株式の  ％である２万
株が康徳組合の保有となり, 磐城セメント社長の岩崎清七が満洲洋灰社長に就任する｡ そして,    年に満洲セメントは解散し, 満洲洋灰に一元化された  )｡
アジア太平洋戦争の勃発後に, 満洲国でも資材や労働力が欠乏し始め, セメント企業の全工
場の稼動が事実上困難となる｡ このため    年８月以降に満洲におけるセメント企業８社  工
場が浅野セメント, 小野田セメント, 磐城セメントの３社の系統に統合されることとなる｡ こ
の結果, 満洲洋灰はこの後取り上げる大倉・浅野系の本渓湖洋灰股 有限公司と合併し,     
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生産高 (トン)    年     年     年     年     年     年
関東州小野田セメント製造 大連工場                                                  
満洲小野田セメント製造
哈爾濱工場                                            
牡丹江工場         ― ―                        
泉頭工場                                                
鞍山工場                                                 
小屯工場        ― ―                       
満洲浅野セメント
吉林工場                                                  
錦州工場         ― ― ―                   
撫順工場                                                 
満洲磐城セメント
遼陽工場                                               
本渓湖工場                                                 
宮原工場         ― ― ―                  
安東セメント 安東工場         ― ― ―                  
東満セメント 廟嶺工場        ― ― ― ―            







て    年  月に設立された｡ 資本金   万円 (全額払込), 総株式数６万株のうち, 本渓湖煤鉄




計画し,     年３月に ｢セメント鉱業経営許可申請書｣ を満洲国実業部に申請する｡ 申請人に
は本渓湖煤鉄公司総弁の飯島宗平の他, 渋沢同族株式会社, 古河鉱業, 大倉鉱業, 浅野セメン
トが名を連ねている｡ 大倉と浅野との関係は工場経営と製品販売を大倉が担当し, セメント製
造技術に関し浅野セメントが担当するものであった｡ 本渓湖洋灰は  年  月に創立総会を開催

























セメント, 満洲小野田洋灰, 哈爾浜洋灰の３社を有する一方の雄であったが, 浅野セメントも
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  ) 浅野セメント株式会社, 前掲 『浅野セメント沿革史』,       ‒   ｡
表―19 本渓湖洋灰股 有限公司の経営状況
(単位：円)
決算期間 収入 支出 純益 配当率
売上高 製造・営業費       ‒                                          無配       ‒                                                 ％       ‒                                                 ％       ‒                                                 ％       ‒                                                  ％       ‒                                                  ％       ‒                                                  ％       ‒                                                  ％       ‒                                                  ％       ‒                                                 ％       ‒                                                 ％       ‒                                                 ％       ‒                                                 ％       ‒                                                 ％       ‒                                              無配



















る   )｡ これに参加した企業は, 哈爾浜セメント, 大同洋灰, 満洲小野田セメント, 関東州小野




年 公称資本金額 払込資本金額                                                                 
出所) 満洲国政府 『満洲建国十年史』 原書房 (復刻版),     年,       ‒   
より作成｡





された企業が満洲共同セメントであった｡ 資本金額は   万円 (  万    円払込) で, 満洲洋
灰協会に加盟した満洲における全てのセメント製造企業である７社に加えて, その販売代理店



















出資し, 大連に大連窯業として設立される｡ このため, 同社の営業目的は空洞ガラスおよび耐
火煉瓦の製造販売となっている｡ 同社の耐火煉瓦工場は耐火性を有する復州粘土を利用したも
ので, 乾燥窯３基, 焼成窯  基などの生産設備を有し, その生産能力は年産１万    トンであ
った   )｡ 耐火煉瓦は主に焼成用窯の材料に用いられ, 当初の需要は鞍山製鉄所であった｡ しか
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   ) 満洲事情案内所編 『満洲国策会社綜合要覧』,     年,      ‒  ｡   ) 中西利八編 『満洲紳士録 第三版』     年,      ｡   ) 前掲 『満洲国現勢 康徳八年版』,      ,       ‒   ｡   ) 前掲 『満洲国現勢 康徳九年版』,      ｡   ) 満史会編, 前掲 『満洲産業開発四十年史』 下巻,       ‒   ｡
                                                                
し, その後にセメント企業や満洲電業, 満洲瓦斯などに需要が拡大し, それらに対する最大の
供給企業が大連窯業であった   )｡ また, 空洞ガラス工場の硬質ガラスは, 艦船用水面計に用い
られ海軍省指定工場となりその需要を独占していた｡ ガラス器も    年で約   人の加工職人







である｡ 設備能力では丸窯１基, 角窯２基を備え, 年産能力は各種陶磁器   万個であった｡
満鉄は同社に対し    年度以降, 産業助成金を交付し事業の育成を図っていた｡ 当初は技術者
の育成や販路の開拓に苦労し, さらに設立直後から銀価の暴落による需要減退に見舞われ経営
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職工数 (名)    (    年現在)    (    年現在)
生産高
    年     ―    年            年            年 ―        年            年        





























   ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける硝子工業』,   ‒  頁｡
                                                                
